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島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
邑
南

町
中
野
に
あ
る
島
根
お
お
ち
肥
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
肥
育
事
業
継
承
に
か

か
る
開
所
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
所

式
に
は
同
地
区
本
部
の
服
部
幸
信
本
部

長
と
事
業
継
承
者
で
あ
る
株
式
会
社
ワ

ク
ム
ス
の
渡
邊
圭
司
社
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

昨
年
３
月
に
事
業
継
承
候
補
先
と
し

て
有
限
会
社
矢
上
運
送（
邑
南
町
矢
上
）

が
決
定
し
、
１
年
２
カ
月
に
わ
た
り
事

業
継
承
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
同
社

が
設
立
し
た
子
会
社「
株
式
会
社
ワ
ク

ム
ス
」が
正
式
に
肥
育
事
業
を
継
承
し

ま
し
た
。

事
業
継
承
に
あ
た
り
服
部
本
部
長
は
、

「
株
式
会
社
ワ
ク
ム
ス
」と
手
書
き
し
た

看
板
を
手
に「
肥
育
指
導
を
含
め
た
経

営
支
援
を
行
う
」と
、
肥
育
事
業
の
新
た
な
門
出
を
激
励
。
渡
邊
社
長
は「
今
後
の
肥

育
牛
飼
養
に
あ
た
り『
石
見
和
牛
肉
』の
生
産
維
持
に
よ
る
管
内
畜
産
振
興
に
寄
与
し

た
い
」と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
事
業
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
肥
育
牛
は
預

託
と
し
、
肥
育
施
設
全
般
に
つ
い
て
は
賃
貸
と
し
て
肥
育
経
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

※�

ワ
ク
ム
ス
は
、
日
本
神
話
に
登
場
す
る
食
物
の
神
様「
和
久
産
巣
日
神（
ワ
ク
ム
ス
ビ
）
」か

ら
名
付
け
ら
れ
、
農
業
守
護
、
五
穀
豊
穣
、
子
孫
繁
栄
、
開
運
招
福
な
ど
の
御
利
益
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
産
の
た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
・
出
荷
が

始
ま
り
ま
し
た
。
管
内
で
栽
培
を
開
始
し
て
３

年
が
経
ち
、
過
去
２
年
の
経
験
も
活
か
し
な
が

ら
、
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
今
作
に

つ
い
て
は
、
昨
年
課
題
と
な
っ
た
腐
敗
果
の
対

策
を
テ
ー
マ
に
、
市
場
流
通
性
の
高
い
Ｌ
規
格

の
た
ま
ね
ぎ
を
作
る
こ
と
と
、
生
育
後
半
ま
で

病
気
に
負
け
な
い
よ
う
防
除
を
徹
底
し
ま
し
た
。

栽
培
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
定
期
巡
回

で
の
指
導
を
実
施
し
、
生
育
状
況
、
防
除
、
追

肥
な
ど
管
理
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
タ
マ
ネ
ギ
生
産
協
議
会
の
小
松

隆
司
会
長
か
ら
は「
昨
年
の
反
省
を
活
か
し
て
今

作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
課
題
を
持
っ
て
取
り

組
め
た
。
次
作
に
つ
い
て
も
面
積
の
拡
大
を
検

討
し
て
い
る
」と
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

梅
雨
時
期
の
掘
り
取
り
、
拾
い
上
げ
と
な
り

天
候
を
気
に
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
収
穫
さ
れ
た
た
ま
ね
ぎ
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
広

域
玉
葱
調
製
保
管
施
設
へ
運
ば
れ
、乾
燥
、保
管
、

調
製
作
業
の
後
、
広
島
、
米
子
、
福
岡
の
各
市

場
に
出
荷
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
水
害
対

策
品
目
と
し
て
、
引
き
続
き
作
付
け
推
進
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

肥
育
事
業
継
承
に
か
か
る

開
所
式
の
開
催

令
和
６
年
産

た
ま
ね
ぎ
の
収
穫

３
６月

ワクムスの看板を手にする服部幸信本部長（左）と渡邊圭司社長（右）

収穫作業風景営農指導員と収穫状況を確認
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島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
と
生
活
協
同
組
合
ひ
ろ
し
ま
が
連
携

し
、
邑
南
町
矢
上
の
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
水
田
で「
田
ん
ぼ
の
草
取
り
・
生
き
物

調
査
交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
広
島
県
か
ら
９
家
族
36
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
生
産
部
会
の

三
浦
秀
樹
会
長
が
米
の
成
長
過
程
を
紙
芝
居
に
て
説
明
さ
れ
、
島
根
県
西

部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
邑
智
農
業
部
の
職
員
が
田
車
の
操
作
と
生
き

物
調
査
の
指
導
を
さ
れ
た
後
に
、
子
ど
も
た
ち
は
勇
ん
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、

泥
に
苦
戦
し
な
が
ら
懸
命
に
田
車
を
押
し
除
草
作
業
を
し
ま
し
た
。
生
き

物
調
査
で
は
、
田
ん
ぼ
や
そ
の
周
囲
に
生
息
す
る
生
き
物
を
捕
ま
え
調
査

と
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
生
産

部
会
の
森
田
勝
秋
委
員
か
ら
竹
と
ん
ぼ
作

り
を
習
い
、
慣
れ
な
い
ナ
イ
フ
を
使
っ
て

作
っ
た
竹
と
ん
ぼ
を
力
い
っ
ぱ
い
飛
ば
し

ま
し
た
。
こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
は
朝
か

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
そ
う
に
活
動
し
交

流
会
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
特
別
栽
培
米「
石
見
高

原
ハ
ー
ブ
米
」の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
た

米
作
り
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
が

生
産
者
か
ら
直
接
米
作
り
の
苦
労
や
喜
び

を
感
じ
て
、
食
べ
物
の
大
切
さ
を
学
び
、

相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
秋
に
収
穫
交
流
会
を
行
う
予

定
で
す
。

島
根
お
お
ち
女
性
部
と
青
年
連
盟
は
、
石

見
中
野
地
区
ふ
れ
あ
い
農
園
に
て
有
機
的
か

ぼ
ち
ゃ
栽
培
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
交
配（
受
粉
）を
メ
イ
ン
に
、
仕
立

て
方
、
整
枝
、
追
肥
、
着
果
位
置
と
親
づ
る

の
摘
芯
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
営
農
部
指

導
販
売
課
の
益
田
佑
一
指
導
員
が「
受
粉
は
雄

花
の
花
弁
を
取
り
、
雌
花
の
柱
頭
に
花
粉
を

ま
ん
べ
ん
な
く
、
し
っ
か
り
と
付
け
る
こ
と
、

早
朝
に
行
う
こ
と
が
大
切
」と
受
粉
時
の
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
。
ま
た
同
部
営
農
企
画
課
の
上

田
理
央
指
導
員
か
ら
は「
交
配
日
を
必
ず
記
録

し
、
積
算
温
度
９
０
０
度
が
収
穫
日
の
目
安
」

と
説
明
が
あ
り
、
部
員
ら
は
協
力
し
、
か
ぼ

ち
ゃ
の
葉
や
茎
に
病
虫
害
な
ど
に
よ
る
異
常

が
な
い
か
一
つ
る
一
つ
る
点
検
し
な
が
ら
受
粉

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

部
員
は「
※

グ
ラ
ッ
セ
の
成
長
が
楽
し
み
。

大
き
く
育
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
早
く
見
て
み
た

い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
は
、７
月
末
の
予
定
で
す
。

収
穫
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
管
内
の
保
育
園
を
招
き
、
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

グ
ラ
ッ
セ
…�
研
修
教
材
で
植
え
た
か
ぼ
ち
ゃ
の

品
種
名

ふ
れ
あ
い
水
田
で
草
取
り・

生
き
物
調
査

15
６月

有
機
的
か
ぼ
ち
ゃ

栽
培
研
修
会
を
開
催

７
６月
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営
農
経
済
本
店
に
て
令
和
６
年
度
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
が
６
月
５
日

に
開
催
さ
れ
、
14
日
に
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は
、
県
内
で
生
産
さ

れ
る
原
木
栽
培
乾
椎
茸
の
品
質
向
上
、
規
格
の
統
一
な
ら
び
に
生
産
意
欲
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
県
内
か
ら「
ど
ん
こ
系
」
、「
こ
う
こ
」
、「
こ

う
し
ん
」な
ど
48
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
管
内
か
ら
も
８
点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
川
本
町

の
松
田
美
知
子
さ
ん
の「
ど
ん
こ
」が
優
秀
賞【
島
根
県
知
事
賞
】
、
邑
南
町
の
北
村
豈

弘
さ
ん
の「
こ
う
し
ん
」が
優
秀
賞【
森
産
業
株
式
会
社
社
長
賞
】に
選
ば
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

松
田
さ
ん
の「
ど
ん
こ
」
、
北
村
さ
ん
の「
こ
う
し
ん
」は
、
今
後
開
催
さ
れ
る「
全

国
乾
椎
茸
品
評
会
」に
出
品
さ
れ
る
予
定
で
同
品
評
会
で
の
受
賞
を
期
待
し
ま
す
。

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会（
山
中
康
樹
会
長
）は
、
川
本
町

の
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
で
会
員
29
名
が
出
席
し
て
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
島
根
県
議
会
の
福
井
竜
夫
議
員
、
管
内

市
町
を
代
表
し
て
開
催
地
で
あ
る
川
本
町
の
野
坂
一
弥
町
長
な
ら
び

に
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
日
髙
光
弘
専
務
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
服
部

幸
信
本
部
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
活
動
報
告
と
収
支

決
算
、
令
和
６
年
度
の
活
動
方
針
と
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
山

中
会
長
は「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
を
し
っ
か
り
理
解

し
、
持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
て
、
農
家
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を

国
、
県
、
各
市
町
、
Ｊ
Ａ
に
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
力
強
く
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
国
政
報
告
会
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
の
舞
立
昇
治
議
員
か
ら

「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
つ
い
て
」具
体
的
に
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
島
根
お
お
ち
女
性
部
の
寺
内
洋

子
副
部
長
の
圃
場
に
お
い
て
、
ケ
イ
ト
ウ
の
収
穫
ま
で
の
管
理
に

つ
い
て
現
地
指
導
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
営
農
部
指
導
販
売
課
の
新
田
朱
音
指
導
員
か

ら
梅
雨
時
期
の
雨
や
風
で
の
倒
状
予
防
や
病
害
虫
対
策
の
説
明

が
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
こ
ま
め
に
ネ
ッ
ト
上
げ
を
行
う
、
花

が
見
え
始
め
た
ら
追
肥
を
行
う
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
島

根
お
お
ち
の
ケ
イ
ト
ウ
は
８
月
上
旬
に
か
け
て
出
荷
予
定
で
す
。

令
和
６
年
度

島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
開
催

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会

通
常
総
会
の
開
催

ケ
イ
ト
ウ
栽
培

現
地
講
習
会
の
開
催

14
６月

８
６月21

６月

優秀賞
川本町　松田 美知子さん島根おおちの受賞者の皆さん

山中康樹会長 舞立昇治議員

令
和
６
年
度

島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
受
賞
者

（
敬
称
略
）

優
秀
賞
【
島
根
県
知
事
賞
】

　

ど
ん
こ　

松
田 

美
知
子
（
川
本
町
）

優
秀
賞
【
森
産
業
株
式
会
社
社
長
賞
】

　

こ
う
し
ん　

北
村 

豈
弘
（
邑
南
町
）

佳
良
賞

【
島
根
県
椎
茸
生
産
者
組
合
協
議
会
長
賞
】

　

茶
花
ど
ん
こ　

𠮷
賀 

晴
雄
（
邑
南
町
）

　

茶
花
ど
ん
こ　

松
田 

直
美
（
川
本
町
）

　

こ
う
し
ん　

松
田 

美
知
子
（
川
本
町
）
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準備講習会座学の様子宮田さん（左）・寺本さん（中央）・漆谷さん（右） 準備講習会実技の様子

ゆ
と
り
倶
楽
部
は
、第
２
回
講
座「
筋
力
ア
ッ

プ
教
室
」を
開
講
し
ま
し
た
。
筋
力
ア
ッ
プ
教

室
は
、
健
康
寿
命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

３
つ
の
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
健
診
・
介
護
・

医
療
」に
基
づ
き
、
現
在
の
筋
力
、
骨
密
度
を

把
握
し
な
が
ら
運
動
も
取
り
入
れ
、
筋
力
ア
ッ

プ
、
骨
折
・
転
倒
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
歩

け
る
体
の
維
持
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
講
生
は
身
体
測
定
の
他
、
筋
力
や
骨
密

度
、
歩
行
速
度
測
定
、
握
力
測
定
を
し
、
現
在

の
体
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ

Ａ
島
根
厚
生
連
の
保
健
師
が「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
気

軽
に
行
え
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
下
肢
筋
力
を
ア
ッ

プ
さ
せ
る
運
動
を
し
ま
し
た
。
立
っ
て
つ
ま
先

や
踵
を
上
げ
下
げ
す
る
運
動
や
椅
子
に
掛
け
て

脚
を
上
げ
下
げ
す
る
運
動
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
考

え
な
が
ら
体
を
動
か
す
も
の
な
ど
、
身
体
へ
の

負
担
が
な
い
よ
う
な
筋
ト
レ
を
学
び
ま
し
た
。

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
、
健
康
の
こ
と
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
講
座
で
し
た
。

※�「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」と
は
、運
動
器

の
障
害
の
た
め
に
立
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
身
体

能
力（
移
動
能
力
）が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で

す
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
担
い
手
農
家
の
大
型
特
殊
免
許
所
有
者

を
対
象
に
、
け
ん
引
免
許
取
得
試
験
に
向
け
た
準
備
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
講
習
会
講
師
は
、
当
地
区
本
部
の
営
農
部
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
と

農
機
サ
ポ
ー
ト（
株
）が
連
携
し
て
務
め
、
ま
ず
座
学
で
は
、「
け
ん
引

規
定
に
つ
い
て
と
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」「
乗
降
、
走
行
時
の
安

全
確
認
」「
右
左
折
時
の
安
全
な
走
行
」「
巻
き
込
み
確
認
の
注
意
ポ

イ
ン
ト
」な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
続
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ト
レ
ー
ラ
ー

を
装
着
し
た
実
機
の
確
認
後
、
走
行
実
技
の
指
導
を
受
け
、
実
際
に

地
区
本
部
駐
車
場
内
に
設
け
ら
れ
た
特
設
模
擬
コ
ー
ス
で
１
日
を
か

け
て
走
行
練
習
を
行
い
本
試
験
に
備
え
ま
し
た
。

当
地
区
本
部
で
は
今
後
も
農
作
業
安
全
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
継

続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

石
見
支
店
年
金
受
給
者
友
の
会
と
石
見
支
店
は
、
中
野
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て「
第
26
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
今

大
会
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
最
高
齢
96
歳
の
方
も
含
め
52
名
の
方
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
目
指
し
て
ハ
ツ
ラ
ツ
と

プ
レ
ー
を
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
た
結
果
、
優
勝

は
日
和
地
区
の
寺
本
和
人
さ
ん
、
準
優
勝
は
中
野
地
区
の
宮
田
茂
さ

ん
、
３
位
は
矢
上
地
区
の
漆
谷
正
實
さ
ん
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
大
会
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
の
参
加
が
期
待
で
き
る
、

や
る
気
と
元
気
を
と
て
も
感
じ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ゆ
と
り
倶
楽
部

「
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
」

け
ん
引
免
許（
農
耕
車
限
定
）

取
得
準
備
講
習
会
の
開
催

石
見
支
店
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催

19
６月

９
６月

８
６月

運動の様子骨密度計測の様子
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農 だ よ り営

令和６年度 ライスセンター 利用料 令和６年度におけるライスセンターの利用料を 
下記により定めることとします。

もみ含有水分 16.0%
以下

16.1％

17.0％

17.1％

18.0％

18.1％

19.0％

19.1％

20.0％

20.1％

21.0％

21.1％

22.0％

22.1%

23.0%

23.1%

24.0%

24.1％

25.0％

25.1％

26.0％

26.1％

27.0％
27.1％
以上

玄米1kg 当り（税込） 20.0 23.3 26.6 29.9 33.2 36.5 39.8 43.1 46.4 49.7 53.0 56.3 59.6

～～～～～～～～～～～

単位：円

保有米運送　税込 143円／袋
生もみ運送　税込　11円／ kg

色彩選別機利用料 玄米 1袋（30kg・税込） 500円（運賃　別途）

ライスセンター利用料 （米袋　別途）

水稲現地指導会　Ｑ＆Ａ水稲現地指導会　Ｑ＆Ａ
土壌改良材購入助成を来年も継続してお願いしたい。
土壌改良材の投入は高温障害対策にも有効であり、多収量も見込める事から、今年度から取組
みを行っております。各地区の現地指導会でも多くの声をいただいておりますので、来年度も
前向きに検討していきます。

Q1

A1

ハーブ米の除草剤が回数や種類が少ないので除草対策が大変。
除草剤は、散布時のタイミング、水管理等が大きく影響します。除草剤の選定については試験
を繰り返し効力を評価した上で稲作暦に採用しております。除草剤の使用について困ったこと
があれば、営農指導員又は事業所にご相談ください。

Q3

A3

間断灌水の開始目安は？
稲が活着したことを確認したら、間断かん水実施の開始の目安となります。
間断かん水の基本は３湛２落といい、３日水を湛めて、２日間水を落とす水管理です。ただ、
このことにかかわらず、入水し、自然に落ちるのを待ち、再び入水といった管理をしましょう。

Q4

A4

サギが多い。対策は？
最近は耕作放棄地が増えていることから、作っている田んぼに集中して現れている可能性があ
ります。田植えから活着までの間、稲を踏まれないように追い払う。そのためには、エアガン
や花火（当てずに音で威嚇）又はテグス等の使用が有効となります。
※エアガンや花火を使用する場合は、「取扱い注意説明書」をよく読んで使用してください。

Q5

A5

石見高原ハーブ米の販売促進活動の情報が欲しい。
4月21～22日において、千葉県からお米屋さんが訪れ、管内のハーブ米生産者を
巡回し、現在の販売状況についての情報を伝えていただきました。
お米屋さんから「ハーブ米は女性を中心に人気がありリピーターも多い。令和５
年産は人気すぎてすぐに完売。非常に品質がよく、安心して消費者に勧められる」
と話をしてもらえました。　　　　　　　　  ※情報はインスタグラムでも発信中

Q2

A2
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農 だ よ り営

電池式ローソク

JAしまね島根おおち地区本部  生活部総合生活課お問い合わせ ☎0855-95-3601

火を使わない

神棚・お仏壇用

電池別売
単４形電池
１本使用

倒れても安心

2,090税
込 円

LED用
温かみのある光が
炎のようにゆらぎます

●一押しで点灯・消灯
●約 10分で自動消灯
　 （タイマー機能付き）

①熱中症対策として
・天気や気温を踏まえて、作業内容を考えましょう。
・熱中症（特別）警戒アラートを確認しましょう。
・熱中症対策アイテムの活用も心がけましょう。熱中症のリスクを下げることができます！

②もし熱中症になってしまったら
・熱中症の疑いを感じたら、すぐに「作業を中断」し、「応急処置」をしましょう！
　【応急措置】　●涼しい環境へ避難　●衣服をゆるめ体を冷やす　●水分・塩分を補給
・早い対処は快復への近道、疑いを感じたらすぐに対処しましょう。

熱中症にならないために

熱中症対策チェックシート
・�農業は暑い環境で作業することが多く、熱中症
リスクの高い業種です。

・�熱中症対策として、アイテムを活用することで
リスクを下げることができます！

熱中症対策アイテム

熱 中 症（特 別）
警戒アラートは
こちらから
環境省：熱中症
予防情報サイト

参考元 ： 農林水産省「熱中症対策研修テキスト」

熱中症対策アイテム例

高温時の作業は避けましょう
一般的に70歳以上の方は、のどのかわきや気温の上
昇を感じづらくなります。日中の気温の高い時間帯
は外して作業しましょう。

単独作業は避けましょう
なるべく２人以上で作業し、時間を決め
て声をかけあったり、異常がないか確認
しあうようにしましょう。

20分おきに休憩&水分補給しましょう
涼しい日陰などで作業着を脱ぎ、体温を下げましょ
う。のどがかわいていなくても、20分おきに毎回コッ
プ１〜２杯以上を目安に水分補給しましょう。

ファン付きウェア
暑い時でも

涼しさ確保！

スポーツドリンク
経口補水液

水分&塩分確保！

ヘルメット・帽子
通気性の良いもの
で熱を逃そう！
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農 だ よ り営

!! みんなで注意して安全安心な作物づくりに取り組みましょう !!

・除草
マルチの穴から発生した草は小さいうちに抜き、大きい草はハサミなどで根元から切りましょう。
・ネット上げ
�草丈が伸長するに従い、倒れやすくなるため適宜ネットを上げましょう。台風接近や強風が予想される場合は、ネット
を必ず草丈の２／３の位置まで上げること。補強の支柱を増やして対応しましょう。草丈が高い部分、低い部分でネッ
トの高さを調整しましょう。
・早期発見早期防除（生育期間中最低２回防除）
�葉っぱも商品です。特に害虫予防を徹底しましょう。雨が続いた時などには葉っぱに黒い斑点がでる可能性があるので
予防が必要です。

◎病気
病害名 農薬名 希釈倍数使用量 散布液量 使用回数
輪紋病 トップジンＭ水和剤 1,500～2,000倍 100～300ℓ/10a 5回以内

◎アブラムシ防除（アリがいたら防除必要）
害虫名 農薬名 希釈倍数使用量 散布液量 使用回数

アブラムシ オルトラン水和剤 1,000～1,500倍 100～300ℓ/10a 5回以内
ベストガード水溶剤 1,000～2,000倍 100～300ℓ/10a 4回以内

◎アザミウマ防除
害虫名 農薬名 希釈倍数使用量 散布液量 使用回数

アザミウマ オルトラン水和剤 1,000～1,500倍 100～300ℓ/10a 5回以内
ダントツ水溶剤 2,000～4,000倍 4回以内

◎葉や花を食べる害虫
害虫名 農薬名 希釈倍数使用量 散布液量 使用回数

オオタバコガ
ヨトウムシ類 アファーム乳剤 1,000倍 100～300ℓ/10a 5回以内

◎農薬を使用される際は、必ず農薬ラベルを確認し使用方法を守って使用しましょう。

輪紋病 草丈に合わせてネット上げ害虫による食害

ケイトウ「７月の管理」ケイトウ「７月の管理」

！注意！ 農薬散布前にその作物の登録があるか、ないかの確認を必ずお願いします
！注意！ 農薬散布前と後には防除日誌の確認・記入をお願いします
！注意！ 高温時の農薬散布は夕方涼しくなってから行いましょう
！注意！ 予防的な農薬散布は基本、出荷休みの前日（金曜日）の夕方に行いましょう
！注意！ 希釈した農薬の散布量は登録範囲内とし、しっかり散布しましょう
！注意！ 毒劇物の購入については、印鑑が必要となります
！注意！ 風の向きに注意して他の作物にかからないよう注意してください

☆出荷前には必ず防除日誌の提出を行ってください

16



農 だ よ り営

重点品目野菜の８月の管理重点品目野菜の８月の管理
防除は10～30ℓ /ａを基本とし作物の大きさに応じて希釈液を増やしてください！
防除は葉の裏表ともにしっかりと散布してください。

１．白ねぎ お盆時期から「さび病」と「ボトリチス葉枯症」の予防を開始しましょう。 
夏休み後の土寄せは気温が下がってから実施を！排水対策を行い台風に備えましょう！ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
アザミウマ・シロイチモジヨトウ・
ネギコガ・ネギハモグリバエ ディアナ SC 2,500 〜 5,000 倍 収穫前日まで ２回以内

黒斑病・葉枯病・べと病・さび病 テーク水和剤 600倍 収穫14日前まで ３回以内
ボトリチス葉枯症・小菌核腐敗病・
黒斑病

ロブラール水和剤
1,000～1,500倍

収穫14日前まで ３回以内小菌核腐敗病 ※株元灌注 500倍
白絹病 ※株元灌注 500～1,000倍

４．ピーマン 雨が降った後の出荷ではヘタ痛みに注意しましょう！
尻腐れ病（カルシウム欠乏症）予防のため「カキパック」を定期的に散布しましょう（２週間置き）ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
オオタバコガ・チャノホコリダニ・
ハスモンヨトウ アニキ乳剤 2,000倍 収穫前日まで ３回以内
コナジラミ類 1,000～2,000倍
うどんこ病・斑点細菌病・斑点病 カスミンボルドー 1,000倍 収穫前日まで ５回以内

３．ミニトマト ハウス内の温度が40℃を超える日が続いたら「寒冷紗」をかけましょう！
※９月になったら天候を見て早めに寒冷紗を外しましょう！
単価が上がる９月出荷に向けて７月のトマトトーン処理は丁寧にやりましょう！
病害虫の徹底予防と定期的に灌水を行ってください

ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
オオタバコガ・トマトサビダニ・
ハスモンヨトウ・ハモグリバエ類 アニキ乳剤

2,000倍
収穫前日まで ３回以内コナジラミ類・

ミカンキイロアザミウマ 1,000～2,000倍

灰色かび病 ロブラール水和剤 1,000～1,500倍 収穫前日まで ３回以内斑点病・輪紋病 1,000倍
うどんこ病・すすかび病 トリフミン水和剤 3,000倍 収穫前日まで ５回以内葉かび病 3,000～5,000倍
すすかび病・葉かび病・菌核病・
斑点病・灰色かび病 ファンタジスタ顆粒水和剤 2,000～3,000倍 収穫前日まで ３回以内

２．なす

８月上旬予防

８月中下旬予防

ダニの発生に注意しましょう。（雨が多くても予防を忘れずに） 
雨や強風の後「褐色腐敗病」が多発するので必ず予防してください。（収穫時には気がつきません）

「褐色腐敗病」の対策　樹の負担軽減を目的に適期収穫を心がけてください。

ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
ハダニ類 スターマイトフロアブル 2,000倍 収穫前日 １回以内チャノホコリダニ ダブルフェースフロアブル
褐色腐敗病 ランマンフロアブル 2,000倍 収穫前日 ４回以内

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
ハスモンヨトウ・オオタバコガ フェニックス顆粒水和剤 2,000～4,000倍 収穫前日 ３回以内アズキノメイガ 4,000倍
褐色腐敗病 プロポーズ顆粒水和剤 1,000倍 収穫前日 ４回以内

〇散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心がけましょう。詳しくは、営農指導員へご相
談ください。また、右記二次元コードからJAしまね島根おおちのホームページでも確認ができます。
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ブロッコリー・広島菜作付け体系

品種
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

ブロッコリー

広島菜

【特　徴】
・ブロッコリーは需要が多く、市場から求められている品目です
・漬物加工向けの原菜である広島菜は栽培面積が減少傾向にあり、安定供給が求められています
・両品目とも水稲と作業が重複せず、経営に取り組みやすい品目です

「秋作ブロッコリー・広島菜」栽培してみませんか「秋作ブロッコリー・広島菜」栽培してみませんか

◎ブロッコリー10a収益計算
作　　物 ブロッコリー コメント
栽培面積 10a
収　　量 900kg 島根県経営指導指針より
販売単価 410円/kg 島根県経営指導指針より
粗収益① 369,000円

※肥料
肥料名 数量 規格 単価 金額

ぐんぐん有機バーク 2t 1t 6,600 13,200
ミネラルG 300kg 20kg 1,058 15,870

FTE 4kg 2kg 1,038 2,076
秋作ブロッコリー一発 120kg 20kg 5,331 31,986

ＢＭようりん 100kg 20kg 3,616 18,080
合　計 81,212

※肥料
肥料名 数量 規格 単価 金額

ぐんぐん有機バーク 3t 1t 6,600 19,800
ミネラルG 300kg 20kg 1,058 15,870

鶏糞 400kg 15kg 277 7,386
アズマップS488 120kg 20kg 4,577 27,462

NK808 80kg 20kg 3,809 15,236
合　計 85,754

必
要
資
材
　
出
荷
経
費

種苗 70,400円 （25.8%） 1,760円/箱
40箱必要

※肥料 81,212円 （29.8%） 島根おおち栽培暦
で試算

農薬 22,320円 （8.2%） 島根県経営指導指
針で計算

ブロッコリー
DBセット 39,000円 （14.3%） 260円/1枚

150枚DB必要

クラフトテープ 270円 （0.1%） 135 円 /1 巻（ 38
×50）　2巻必要

出荷運賃 13,068円 （4.8%） 87.12円
1ケースあたり

販売手数料
（JA） 14,760円 （5.4%） 4.0%

JA手数料4％
販売手数料

（市場） 31,365円 （11.5%） 8.5%
市場手数料8.5％

必要経費計…② 272,395円 （100%）
所得…①-② 96,605円
所得率 26%

※産地交付金が上記の金額に加算されます。

必
要
資
材
　
出
荷
経
費

種苗 28,200円 (16.5%) 940円/箱
30箱必要

※肥料 85,754円 (50.0%) 島根おおち栽培暦
で試算

農薬 22,320円 (13.0%)

黒マルチ 12,930円 (7.5%)
4,310円/1本
200m（150cm）
3本必要

フレコン使用料 5,000円 (2.9%) 1.00円
1kgあたり

水引き 10,750円 (6.3%)
5.0%
水引き

（晴天時）5％
販売手数料

（JA） 6,450円 (3.8%) 3.0%
JA手数料3％

必要経費計…② 171,404円 （100%）
所得…①-② 43,596円 
所得率 20%

※産地交付金が上記の金額に加算されます。

◎広島菜10a収益計算
作　　物 広島菜 コメント
栽培面積 10a
収　　量 5,000kg
販売単価 43円／kg 令和5年度販売単価
粗収益① 215,000円

◦播種　▲定植　■収穫

経　営　指　針
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農 だ よ り営

地域営農指導担当者にご相談ください。（業務用携帯です。営業時間以外はつながりません。）

瑞穗地区
白須　紀之

☎ 080-2910-9277

川本地区
牛嶋　一貴

☎ 080-2904-4767

羽須美地区
益田　佑一

☎ 080-2910-9274

美郷地区
永井　強治

☎ 080-8230-2981

石見地区
前田　晃弘

☎ 080-8230-2580

桜江地区
森野　茂

☎ 080-8230-9543

水　稲水　稲
【水管理について…7月～８月】
（１）幼穂形成期～穂揃期…根の活力を保つ！！

稲の一生で最も水の必要な時期になります。根ぐされや下葉の枯れ上がりを防ぐため、こまめな間断灌水を行いましょ
う。

（２）穂揃期～登熟期…水田の夜間温度を下げる努力を！！
出穂後20日間は米の肥大が旺盛な時期なので、土壌水分が不足しないよう間断灌水を行い、根の活力を保つために常
時の灌水は避けてください。また、夜間に高温が続く場合は心白粒対策のため、夜間の用水のかけ流しを行ってくだ
さい。

（３）落水…早期落水をしない！！
早期落水は玄米の充実不足や、未熟粒、死米を増加させます。また、胴割れ粒や過乾燥の原因となり品質を低下させ
るため、落水は穂揃い後25日頃（熟れ色の着き始め）を目安にしてください。

【病害虫防除…穂いもち、紋枯病、カメムシ、ウンカ】
※防除にあたっては稲作ごよみ又は、右の二次元コードを読み取りご確認ください。
　その他何かありましたら、営農指導員へご相談ください。

※農薬散布については、使用時期、使用方法を守り、予防的防除を心がけましょう。

カメムシ類は、水田周辺の雑草で増殖し、稲穂が出
ると穂に集まり実を吸汁し、斑点米を発生させます。
フタオビコヤガは幼虫が葉を食害し、葉にカスリ状
の食痕が見られ、多発すると葉が食いつくされて中
央の葉脈だけが残ります。

○斑点米の原因となるカメムシ類と葉を食害するフタオビコヤガ

アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ トゲシラホシカメムシ
フタオビコヤガ
（イネアオムシ）

　農業所得の向上を目的として稲刈り終了後の圃場で、ブロッコリー・広島菜の栽培に取り組んでみ
ませんか！初めての栽培でも安心して取り組むことができます。栽培～収穫まで営農指導員が丁寧に
説明し巡回指導を行います。気になる点・疑問点などありましたらお気軽にお問い合わせください。
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疲れにバイバイ ～夏バテしない体と心をつくる毎日の習慣～
　疲れにくい心と体を作る日々の習慣 2023年はこれまでにない
〝酷暑〟でした。気象庁が統計を開始した1898年以降、平均気温
偏差は全国的に過去最高を記録しましたが、今後も猛暑は続くと予
想されます。そんな暑い夏を乗り切るための体づくり、メンタルケ
ア、食事の工夫など、日々の生活習慣で疲れの原因を取り去り、元
気に過ごす方法を多面的に紹介します。

特集

今月のホッと！ ～おいしい麺に国産小麦有り～
　国産小麦が大活躍！ 全国人気ご当地麺 小麦の自給率は16％程
度にとどまりますが、品種改良による食味や製造技術の向上などに
よって、ご当地麺のブランド価値の向上に貢献している例も少なく
ありません。うどん、ラーメンなど人気のあるご当地麺の小麦生産か
ら麺製造、飲食店に携わる人たちの取材を通して成功の秘訣を探
り、食料安全保障、国消国産を応援します。

地域情報特集

福田流！お悩みレスキュー ～真夏の家庭菜園Q＆A～
　夏野菜の元気がない・・・とお困りの方必読！35℃以上の猛暑が
続き、最高気温は40℃超えも珍しくない・・・。家庭菜園でも、酷暑に
よるさまざまなトラブルに悩んでいる方が多いのでは。

農ライフのすすめ

定
価
／
６
２
９
円（
税
込
み
）

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 992,200 85,800 438,594 
ヌキ 831,600 85,800 602,716 
合計 536,723 

島根おおち
メス 15 606,100 367,400 486,750 
ヌキ 13 731,500 379,500 538,662 
合計 28 513,111 

瑞 穂
メス 1 388,300 388,300 388,300 
ヌキ 2 731,500 407,000 569,250 
合計 3 508,933 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

石 見
メス 4 591,800 445,500 495,825 
ヌキ 4 496,100 379,500 444,125 
合計 8 471,900 

川 本
メス 3 425,700 425,700 425,700 
ヌキ 1 473,000 473,000 473,000 
合計 4 449,350 

邑 智
メス 7 606,100 367,400 513,920 
ヌキ 6 662,200 400,400 602,433 
合計 13 554,772 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

県外移出率県外移出率
50.75%合計合計42.77%去勢去勢雌雌 62.39%

中央〝上昇〟
本県６月の子牛市場は、中央で開設し245頭の取引
があり、平均価格は雌500,349円（前回比38千円高）、
去勢570,834円（前回比41千円高）、平均543,503
円（44千円高）で〝上昇〟の取引となりました。
今月は購買者数も増え、また一部強い買いの購買者
もあり、終始活発な取引となりました。しかしながら、
枝肉相場は消費が減退する季節となることから弱含み
の推移が見込まれ、また飼料価格も上昇していること
から、和牛を取り巻く環境は依然厳しい状況が続くも
のと見込まれ、今回の上昇を楽観視できる状況ではあ
りません。
今月の上場牛については、去勢・メスとも、全体的
に発育も良好で極端なバラツキもなかったものの一部
に過脂による体のゆるいものが散見されており、飼養
管理で改善できる子牛の栄養度管理等に注意いただき
市場上場することが必要です。
梅雨に入り、温度湿度とも高くなる時期になります。
牛舎内の換気と衛生管理には十分注意いただき、〝発
育が良好〟で〝腹作りの出来た〟〝余分な脂肪のついて
いない〟子牛を育成することにより、今後とも引き続
き購買者に求められる「しまね和牛」の上場に努めま
しょう。

令和６年６月子牛市場成績表

新
任
部
署
・
職
位

氏
名

備
考

職
員
区
分

営
農
部
　
営
農
施
設
事
業
所

統
括
課

小
野
　
和
哉

有
期
雇
用
職
員

退
職
事
由

氏
名

現
部
署
・
役
職

職
員
区
分

依
願
退
職

矢
渡
　
樹
里

邑
智
支
店

有
期
雇
用
職
員

新
任
部
署
・
職
位

氏
名

旧
任
部
署
・
職
位

備
考

邑
智
支
店

後
藤
　
友
子

大
和
支
店

大
和
支
店

景
山
　
恵
子

企
画
総
務
部

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

１
．
採
用
【
令
和
６
年
７
月
１
日
付
】

２
．
退
職
【
令
和
６
年
６
月
30
日
付
】

３
．
地
区
本
部
異
動
【
令
和
６
年
７
月
１
日
付
】
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島根おおち
地区本部

問い合わせ先 企画総務部 ☎83-1801

女 性 部 が 行 く

川
本
支
部
は
、

川
本
支
店
入
り
口

に
手
芸
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。
三

宅
部
長
は「
部
員

へ
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
た
く
さ
ん

の
作
品
が
集
ま
り

ま
し
た
。『
家
の
光
』の
記
事
を
活
用
し
た
作
品

も
あ
り
、
ご
来
店
さ
れ
た
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
ま
め
に
入
れ
替
え
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

川
本
支
部

20
５月

瑞
穂
支
部
は
、
瑞
穂
支
店
前
の
花
壇
と
玄
関

前
に
設
置
す
る
花
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
花

壇
に
は
ナ
デ
シ
コ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
中
心

に
植
え
付
け
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
サ
ル
ビ
ア
、

ケ
イ
ト
ウ
、
コ

リ
ウ
ス
な
ど
を

植
え
ま
し
た
。

住
金
部
長
は

「
支
店
の
前
が

明
る
く
、
賑
や

か
に
な
っ
た
。

皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
穂
支
部

23
５月

石
見
支
部
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
千
日
紅

の
寄
せ
植
え
と
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
の
朝

顔
、
ケ
イ
ト
ウ
苗
を
植
え
付
け
た
プ
ラ
ン
タ
ー

を
石
見
支
店
前
に
設
置

し
ま
し
た
。
寺
内
部
長

は「
こ
れ
か
ら
花
が
咲

き
、
ご
来
店
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

と
を
楽
し
み
に
、
支
店

と
協
力
し
て
し
っ
か
り

管
理
し
て
い
き
た
い
」と

力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

石
見
支
部

10
６月
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今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介

島
根
お
お
ち
女
性
部
役
員
と
事
務
局
で
、
管
内
の
農
産
物
を
使
用

し
た「
魅
力
！
お
い
し
い
！
」が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
ラ
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
を
試
作
し
ま
し
た
。

石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
や
石
見
和
牛
肉
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、

玉
ね
ぎ
を
使
用
し
、
完
成
品
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
け
た
と
き
に

「
わ
ぁ
！
」と
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
味
と
見
た
目
に
こ
だ
わ
り
、

和
牛
肉
と
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
の
バ
ー
ガ
ー
に
し
ま
し
た
。
こ
の
ラ
イ

ス
バ
ー
ガ
ー
は
、
７
月
８
日
に
矢
上
高
校
１
年

生
30
名
を
対
象
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト「
魅
力

発
見
！
邑
智
郡
農
業
・
塾
」で
女
性
部
員
12
名

で
調
理
し
昼
食
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

石
見
支
部
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
香

梅
苑
」
を
訪
問
し
、
草
取
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
。

早
朝
施
設
に
集
合
し
た
部
員
は
、
涼
し

い
内
に
と
、
正
面
の
花
壇
と
中
庭
を
中
心

に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
日
差

し
が
強
く
、
と
て
も
暑
く
て
大
変
で
し
た

が
、
お
互
い
に
近
況
を
話
し
合
い
、
笑
い

声
を
響
か
せ
な
が
ら
作
業
を
完
了
し
ま

し
た
。
寺
内
部
長
は「
入
所
の
方
に
綺
麗

に
な
っ
た
花
壇
を
見
て
和
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
の「
魅
力
！
お
い
し
い
！
」を

詰
め
込
ん
だ
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
の
試
作

石
見
支
部
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

24
６月

15
６月

◇
６
月
に
入
っ
て
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
行
事
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
日
々
で
充
実
し
た

日
で
し
た
。
同
窓
会
か
ら
始
ま
り
、
孫
の
テ
ニ
ス
の
応
援
３
日
間
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

応
援
１
日
、
そ
し
て
東
京
２
日
間
、
劇
団
四
季
、
豊
洲
そ
し
て
、
三
瓶
で
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
、
あ
ー
楽
し
か
っ
た
！�

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

70
代

●
と
て
も
充
実
し
た
６
月
で
し
た
ね
！
天
候
が
悪
く
お
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
時
期
で

す
が
、
と
て
も
活
発
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
元
気
を
い
た

だ
け
ま
し
た
😊

◇
い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
川
柳
な
ど

の
企
画
と
共
に
生
き
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。�

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｙ
さ
ん　

40
代

●
い
つ
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

毎
月
「
楽
し
い
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
「
川
柳
コ
ー
ナ
ー
」
へ
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
😊

◇
届
く
と
認
知
症
予
防
の
た
め
一
番
先
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「
し
ま
ね
う
レ
シ
ピ
」も
献
立
を
た
て
る
時
の
参
考
に
な
り
、切
り
と
っ
て
お
き
ま
す
。「
夏

野
菜
と
豚
肉
い
た
め
」
今
夜
さ
っ
そ
く
や
っ
て
み
ま
す
。

�

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｓ
さ
ん　

70
代

●
６
月
号
の
「
し
ま
ね
う
レ
シ
ピ
」
を
ご
活
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
は
暑
い
日
が
続
い
て
い
て
、
夏
野
菜
と
黒
酢
を
使
っ
た
料
理
は
さ
っ
ぱ
り
と
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
！
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
を
一
緒
に
乗
り
超
え
ま
し
ょ
う
！

◇
「
牛
乳
の
豆
知
識
」
面
白
か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
夫
婦
も
よ
く
牛
乳
を
飲
み
ま
す
が
、

中
で
も
温
泉
や
サ
ウ
ナ
後
の
牛
乳
（
キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
や
つ
）
が
最
高
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
変
わ
り
種
と
し
て
は
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
も
ま
た
い
い
で
す
よ
ね
♡
来
月
号
、
ま

た
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。�

川
本
支
店
管
内　

Ｔ
さ
ん　

30
代

●
「
牛
乳
の
豆
知
識
」
牛
乳
の
特
徴
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ね
！
変
わ
り
種
牛
乳
が
気
に
な
り
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
レ
モ
ン
牛
乳
や
メ
ロ
ン
牛

乳
な
ど
も
あ
る
み
た
い
で
す
💚
暑
い
夏
、
熱
中
症
を
予
防
し
な
が
ら
美
味
し
く
減
塩
で

き
る
、
効
果
抜
群
の
牛
乳
を
飲
み
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
😊

23



24



８月の行事予定

JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

　６月11日（火）に１号車32名・２号車35名の総勢67名で「日帰り旅行in萩」へ行ってきました。天気
の心配をしていましたが、当日は晴れて絶好の旅行日和☀晴れすぎていきなりの夏のような暑さに
なりましたが、皆さんに楽しんでいただけました。
　各道の駅「ゆとりパークたまがわ」「萩しーまーと」「阿武町」では、地元の加工品・特産品などが盛り
だくさんで皆さん買い物袋がいっぱいになっていました。

明治維新胎動之地・松陰神社
地元ガイドさんに神社の石碑や、建造物につい
て説明していただきました。その後、神社にお
参りされたり、売店でお土産を買われたりして
いました。売店には山口の銘酒「獺祭」の販売
がありました。

８月年金相談会 川本支店 ８/17（土）9：00～12：00

千春楽城山（萩焼絵付け体験）
湯飲みに「何を描こうかな～」と皆さん思い思いに絵付け
を楽しまれていました。絵付け後の焼き作業が終わり次
第、皆様のお手元にお届けしました。世界にひとつだけの
湯飲みで飲むお茶は、より一層美味しいと思います。

昼食　萩本陣
おいしいご飯にお酒、必然と箸
がすすみます��テーブルいっぱ
いのご飯にお腹いっぱいになり
ました。お土産店では、特産の夏
みかんのお菓子、地酒などなど。

8月21日
ゆとり倶楽部
「シニア時代の生活設計」
～エンディングノート＆贈与・
相続について学びましょう！～

15日（木）・16日（金）・17日（土）８月の外勤日

水 10：00～12：00
営農部会議室
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